
２
月
５
日
（
日
）
第
２
８
回
都
本
部

委
員
会
を
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
健
保
会
館

に
て
行
い
、
３
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

清
水
副
委
員
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
と
諸

役
員
選
出
、
続
い
て
松
田
委
員
長
か
ら

執
行
委
員
長
挨
拶
を
受
け
、
東
京
法
律

事
務
所
笹
山
尚
人
弁
護
士(

建
交
労
東

京
顧
問
弁
護
士)

よ
り
「
改
正
労
基
法

の
完
全
施
行
を
踏
ま
え
て
団
結
し
て
た

た
か
お
う
～
残
業
代
の
割
増
率
改
正
と
、

こ
れ
を
見
る
視
点
」
と
題
し
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
２
０
２
３

年
４
月
よ
り
中
小
企
業
（
大
企
業
は
２

０
１
０
年
に
施
行
済
）
へ
の
猶
予
措
置

が
終
了
し
、
６
０
時
間
超
の
時
間
外
労

働
の
割
増
賃
金
が
２
５
％
引
き
上
げ
と

な
る
こ
と
か
ら
、
労
働
組
合
と
し
て
法

改
正
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
も
の
で

す
。
制
度
の
趣
旨
は
、
時
間
外
労
働
の

抑
制
で
あ
る
こ
と
を
外
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
前
提
と
し
、
具
体
的
な
割
増

賃
金
計
算
方
法
に
つ
い
て
労
働
者
自
ら

も
労
働
時
間
を
把
握
す
る
努
力
が
大
切

と
し
て
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、
パ
ソ
コ
ン

の
ロ
グ
オ
ン
、
ロ
グ
オ
フ
時
間
、
本
人

の
メ
モ
等
を
保
管
す
る
こ
と
、
割
増
賃

金
の
負
担
を
免
れ
る
企
業
の
脱
法
行
為

を
許
さ
な
い
こ
と
、
労
使
協
定
を
締
結

し
、
職
場
の
ル
ー
ル
化
を
は
か
り
明
確

に
す
る
こ
と(

就
業
規
則
で
の
ル
ー
ル

化
の
場
合
、
就
業
規
則
に
つ
い
て
の
検

討
と
意
見
書
の
提
出
を
組
合
と
し
て
行

う)

。
労
働
時
間
や
低
賃
金
に
つ
い
て

運
動
で
社
会
問
題
化
す
る
こ
と
が
重
要

だ
、
と
の
講
演
で
し
た
。
議
案
提
案
で

は
第
１
号
議
案
と
し
て
昨
年
９
月
開
催

の
都
本
部
大
会
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過

報
告
を
提
案
し
ま
し
た
。
２
２
秋
季
年

末
闘
争
の
業
種
別
の
傾
向
と
し
て
、
首

都
圏
ト
ラ
ッ
ク
集
団
交
渉
は
、
１
０
社

の
う
ち
７
社
が
前
年
実
績
突
破
、
２
社

が
前
年
同
額
と
な
り
、
厳
し
い
経
済
情

勢
の
中
、
集
交
の
優
位
性
を
発
揮
。
建

設
・
関
連
部
会
は
、
各
業
種
共
に
大
手

は
安
定
し
た
金
額
の
支
給
と
な
り
ま
し

た
が
、
中
小
で
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

回
答
で
あ
っ
た
こ
と
、
生
活
防
衛
、
経

営
環
境
改
善
の
た
た
か
い
に
つ
い
て
は
、

東
京
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
ト
ラ
ッ

ク
の
日
行
動
、
東
京
建
設
・
関
連
部
会

の
宣
伝
行
動
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
運
動
を
停
滞
さ
せ
ず
決
起
し
た
こ

と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
第
２
号
議

案
２
３
春
闘
方
針
第
２
次
案
の
提
案
で

は
、
全
国
の
建
交
労
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

集
約
平
均
額
に
基
づ
き
統
一
要
求
提
出

日
は
２
月
１
５
日
（
水
）
、
月
額
３
４
，

０
０
０
円
、
日
額
１
，
７
０
０
円
、
時

間
額
１
６
０
円
の
賃
上
げ
要
求
で
た
た

か
う
こ
と
、
ま
た
、
２
３
春
闘
統
一
用

基
準
で
の
昨
年
と
の
要
求
項
目
で
変
更

が
あ
っ
た
育
児
・
介
護
休
業
な
ど
諸
要

求
の
ポ
イ
ン
ト
を
提
起
し
ま
し
た
。
続

い
て
３
号
議
案
、
中
間
決
算
・
会
計
報

告
を
石
塚
副
委
員
長
が
提
案
し
ま
し
た
。

質
疑
・
討
論
で
は
４
名
の
委
員
よ
り
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
春
闘
宣

言
な
ど
全
て
の
議
案
は
採
択
さ
れ
、
２

３
春
闘
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
争

議
団
紹
介
で
は
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王

新
労
組
）
佐
々
木
委
員
長
よ
り
争
議
の

一
括
和
解
に
向
け
た
決
意
表
明
を
受
け
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

【
書
記
長

遠
藤

晃
】

建
交
労
中
央
本
部
は
１
月

２
８
日(

土)

～
２
９
日
（
日
）

に
群
馬
県
ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー

デ
ン
に
て
、
第
２
４
回
中
央

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
を
し
た
角
田
執
行

委
員
長
は
、
軍
拡
を
進
め
る

岸
田
政
権
を
批
判
し
、
「
憲

法
９
条
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
態
度
を
多
く
の
声
で
改
め

さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
春
闘

で
は
、
物
価
高
騰
を
上
回
る

賃
上
げ
が
必
要
と
し
、
各
部

会
が
作
成
す
る
新
た
な
制
度

・
政
策
を
活
用
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
業
種
で
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
た
運
動
で
実
利
獲
得
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
廣

瀬
書
記
長
に
よ
る
２
３
春
闘
方
針
、
統

一
要
求
基
準
な
ど
の
提
案
後
、
質
疑
討

論
で
は
２
日
間
で
２
５
名
の
仲
間
が
発

言
し
、
そ
の
後
、
春
闘
宣
言
な
ど
議
案

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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第
２
８
回
委
員
会
開
催
！

１月２８日～２９日 建交労第２４回中央委員会開催！



京
王
電
鉄
を
相

手
に
、
賃
金
差
別
、

雇
用
差
別
を
許
さ

な
い
た
た
か
い
を
続
け
て
来
た
。
裁

判
や
労
働
委
員
会
で
勝
て
な
い
時
期

が
続
い
た
が
、
昨
年
、
都
労
委
か
ら

和
解
案
が
出
さ
れ
、
現
在
、
和
解
に

向
け
た
協
議
に
入
っ
て
い
る
。
両
者

が
合
意
し
な
い
と
成
立
し
な
い
の
が

和
解
だ
が
、
解
決
に
向
け
て
前
向
き

な
協
議
が
進
ん
で
い
る
。
京
王
電
鉄

の
１
０
０
％
子
会
社
で
あ
る
西
東
京

バ
ス
が
、
多
摩
バ
ス
を
吸
収
合
併
し

た
後
も
旧
多
摩
バ
ス
の
社
員
の
待
遇

を
低
く
抑
え
、
二
重
基
準
が
ま
か
り

通
っ
て
い
る
。
正
社
員
の
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
た
た
か
い
に
原
告
は
生

活
を
か
け
て
裁
判
で
争
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
女
性
部
部

長
を
横
山
さ
ん
か

ら
宇
津
井
さ
ん
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。
女
性
部
ニ
ュ
ー

ス
を
復
活
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー

ト
併
用
の
委
員
会
を
開
催
し
、
会
議

後
に
駅
前
で
宣
伝
行
動
を
実
施
。
昨

年
の
京
都
フ
ェ
ス
タ
に
２
名
が
参
加
。

憲
法
カ
フ
ェ
は
２
２
回
を
数
え
、
上

映
会
に
１
４
名
が
参
加
。
全
労
連
女

性
部
菜
の
花
行
動
や
東
京
地
評
女
性

セ
ン
タ
ー
の
大
会
に
参
加
し
た
。
東

京
女
性
部
の
定
期
総
会
を
２
月
に
開

催
す
る
。
全
労
連
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

宣
言
の
１
つ
に
「
あ
ら
ゆ
る
意
志
決

定
の
場
で
男
女
同
数
を
目
指
し
多
様

な
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
」

と
あ
る
。
各
組
織
で
女
性
組
合
員
の

大
会
参
加
を
後
押
し
し
て
欲
し
い
。

鉄
道
東
京
の
活

動
に
つ
い
て
。
２

月
６
日
～
７
日
に

春
闘
討
論
集
会
を
開
催
し
、
ス
ト
ラ

イ
キ
の
権
の
投
票
を
行
う
。
２
月
１

５
日
東
京
地
本
の
執
行
委
員
会
後
に

春
闘
宣
伝
を
赤
羽
駅
前
で
行
う
予
定
。

３
月
２
日
に
は
中
央
行
動
、
３
月
９

日
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
本
社
（
新
宿
駅
前
）

に
て
宣
伝
行
動
を
予
定
。
１
月
２
４

日
に
３
年
ぶ
り
の
旗
開
き
を
開
催
し

た
。
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
運
動
を
再

開
し
て
い
き
た
い
。
５
人
に
１
人
が

７
５
歳
以
上
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｌ
機
関

車
だ
っ
た
頃
は
５
５
歳
ま
で
生
き
伸

び
る
事
が
出
来
た
の
は
約
半
数
だ
っ

た
。
技
術
の
進
歩
に
伴
う
労
働
条
件

を
私
達
が
勝
ち
取
っ
て
来
た
。
高
度

経
済
成
長
を
支
え
た
世
代
を
悪
者
に

す
る
風
潮
を
許
す
わ
け
に
い
か
な
い
。

神
田
支
部
は
１
月

に
幹
部
学
校
を
開
催
。

２
月
の
委
員
会
で
要

求
を
決
定
し
新
社
員
制
度
の
職
員
の

賃
上
げ
を
重
点
的
に
、
今
年
の
春
闘

は
簡
単
に
終
わ
ら
な
い
と
い
う
意
気

込
み
で
臨
む
。
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

は
１
月
に
総
会
を
開
催
し
部
会
長
が

交
代
。
３
月
１
９
日
（
日
）
ト
ラ
ッ

ク
パ
レ
ー
ド
を
開
催
予
定
。
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
集
交
は

２
月
１
５
日
の
要
求
提
出
向
け
準
備

中
。
安
全
配
慮
義
務
な
ど
要
求
を
前

進
さ
せ
た
い
。
議
案
に
対
す
る
質
問

１
つ
目
は
組
合
員
の
減
少
に
対
す
る

都
本
部
独
自
の
組
織
拡
大
の
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
２
つ

目
は
組
織
拡
大
検
討
委
員
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
を
し
て
欲
し
い
。

東
京
女
性
部
は
昨
年
の

１
２
月
２
４
日
に
、
門
前

仲
町
駅
前
で
憲
法
９
条
改

悪
に
反
対
す
る
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
除
菌
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ミ
ニ
ホ
ッ

カ
ロ
ン
を
セ
ッ

ト
し
た
も
の

を
通
行
人
の

方
に
配
り
ま

し
た
。
肌
寒

い
日
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に

な
く
な
り
ま

し
た
。

岸
田
政
権

は
、
来
年
度
か
ら
５
年
間
の
防
衛
費

に
つ
い
て
、
総
額
で
お
よ
そ
４
３
兆

円
を
予
算
で
確
保
す
る
方
向
で
与
党

と
の
調
整
を
急
い
で
い
ま
す
。
４
３

兆
円
と
は
、
今
の
防
衛
費
の
１
・
５

倍
と
な
り
ま
す
。
憲
法
改
悪
を
許
さ

ず
、
憲
法
９
条
に
も
と
づ
く
平
和
外

交
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
て
、

世
界
平
和
と
安
全
に
貢
献
す
る
日
本

を
実
現
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

【
東
京
女
性
部

事
務
局
長

江
部

明
子
】
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第２８回都本部委員会 質疑・討論バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

佐
々
木

仁

執
行
委
員
長

神
田
支
部

上
村

誠

執
行
委
員
長

鉄
道
東
京
地
本

齋
藤

強

執
行
委
員
長

■３月 ２日（木）１０時半～中央行動

／衆議院議員第二会館多目的室

■３月 ９日（木）

１０時～バス関連支部（京王新労組）

ストライキ集会／京王電鉄本社前（聖蹟桜ヶ

丘駅徒歩１分）

１３時～鉄道本部貨物協議会ＪＲ貨物本社

前宣伝行動／新宿駅南口徒歩３分

■３月１９日（日）１０時～トラックパレー

ド沿道激励／都本部７Ｆ会議室（門前仲町）

■４月 ２日（日）１４時～第８期建交労

東京学校 税制学習 講師：岡田敏明税理

士（元特別国税調査官）／ 東京地評ラパ

スホール（オンライン併用）

組合掲示板

建
交
労
を
含
む
建
設
業
に
携
わ
る
仲

間
の
１
６
労
組
は
『
建
設
労
働
者
２
・

１
４
春
闘
イ
エ
ロ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
』

（
主
催
：
建
設
関
係
労
働
組
合
首
都
圏

共
闘
会
議
・
生
活
関
連
公
共
事
業
推
進

連
絡
会
議
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
衆
議

院
第
一
議
員
会
館
・
大
会
議
室
に
約
２

０
０
人
が
参
加
。
主
催
者
挨
拶
に

立
っ
た
松
本
久
人
建
設
首
都
圏
共

闘
会
議
議
長
は
「
こ
の
３
年
間
、

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
建
設
労
働
者
の

生
活
状
況
は
大
変
な
状
況
だ
。
１

６
団
体
３
０
万
人
の
仲
間
が
集
う

建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
で
現
状
の
打
開

を
！
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。
続

い
て
、
日
本
共
産
党
伊
藤
岳
、
社
会
民

主
党
福
島
み
ず
ほ
両
参
議
院
議
員
か
ら
、

激
励
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
現
場
か

ら
の
報
告
で
は
建
交
労
栃
木
県
本
部
の

山
内
健
人
委
員
長
が
全
国
ダ
ン
プ
部
会

の
建
設
発
生
土
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

発
言
。
「
リ
ニ
ア
工
事
で
は
更
に
多
く

の
土
砂
が
搬
出
さ
れ
る
。
規
制
す
る
法

整
備
が
急
が
れ
る
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
後
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
国
会
議

員
要
請
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
前
の
宣
伝

行
動
を
開
催
。
『
東
京
都
に
は
２
５
歳

未
満
の
大
工
は
７
８
０
人
し
か
い
ま
せ

ん
』
な
ど
建
設
労
働
者
の
後
継
者
不
足

を
訴
え
た
横
断
幕
を
掲
げ
、
バ
レ
ン
タ

イ
ン
・
デ
ー
に
合
わ
せ
て
チ
ョ
コ
入
り

の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
【
建
交
労

中
央
本
部
書
記
次
長

福
富

保
名
】

～岸田政権は憲法９条にもとづく平和外交を～

建交労東京女性部 門前仲町駅前宣伝

南
部
支
部
民
間
分
会

東
京
女
性
部

廣
川

陽
子


